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カモシカの赤ちゃん｢五十鈴｣

大町同岳博物館

｢五十鈴(いすず)｣と命名されたニホンカモシカの赤ちゃん

こ
の
春
に
大
町
向
島
博
物
館
の
何
局
圏
で
生
ま
れ
た
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
亦

ち
ゃ
ん
　
(
メ
ス
)
　
の
名
前
が
､
公
募
に
よ
っ
て
｢
五
十
鈴
　
(
い
す
ず
)
｣
　
に
決

ま
､
り
ま
し
た

こ
の
カ
モ
シ
カ
の
亦
ち
ヤ
ん
は
'
今
年
五
月
上
四
日
に
付
属
園
内
の
カ
モ
シ

カ
圏
で
生
ま
れ
ま
し
た
ー

お

父

さ

ん

は

｢

ク

ロ

｣

十

九

巌

､

お

鴎

さ

ん

は

｢

ミ

ネ

コ

｣

十

二

歳

二

.

頭

の
間
に
生
ま
れ
た
五
十
鈴
は
､
生
後
ま
も
な
-
両
親
か
ら
離
さ
れ
ま
し
た
,
.
ミ

ネ
コ
の
母
孔
の
出
が
悪
-
､
五
上
鈴
を
人
工
唖
育
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で

す
｣
そ
の
後
､
五
十
鈴
は
飼
育
ス
タ
ッ
フ
の
手
か
ら
､
輔
孔
ビ
ン
に
入
っ
た
ミ

ル
ク
を
飲
ん
で
大
き
-
な
り
ま
し
た

十
月
､
か
ね
て
か
ら
予
定
し
て
い
た
と
お
り
直
の
広
搬
誌
や
県
内
新
聞
の
紙

面
を
通
じ
て
カ
モ
シ
カ
の
名
前
を
米
菓
し
ま
し
た
　
そ
の
続
果
､
　
二
名
か

ら
ー
ー
▲
.
し
件
の
応
某
が
あ
り
､
八
.
.
純
類
の
名
高
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
.
選
考

の
結
果
､
カ
モ
シ
カ
の
名
前
は
｢
五
十
筋
｣
に
法
定
し
､
同
じ
名
前
を
応
暮
し

て
く
だ
さ
っ
た
十
:
.
名
が
名
付
け
親
と
な
り
ま
し
た

十
‥
名
の
皆
さ
ん
が
｢
石
上
鈴
｣
と
い
う
名
証
に
込
め
た
思
い
は
､
｢
I
j
l
j
･
[

博
物
館
五
十
周
年
を
記
念
し
て
｣
ぁ
る
い
は
｢
祝
し
て
｣
と
い
っ
た
こ
と
で
し

た
､

ご
応
某
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
と
も
に
､

今
後
も
信
子
鈴
の
他
や
か
な
成
長
を
願
い
見
守
っ
て
い
っ
て
-
だ
さ
い

大
町
も
こ
れ
か
ら
が
冬
本
番
で
す
　
五
｢
鈴
に
と
っ
て
初
め
て
の
冬
で
す
の

で
､
私
た
ち
ス
タ
ソ
フ
も
五
十
鈴
の
健
康
管
理
に
は
十
分
留
意
し
'
元
気
に
寿

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
労
力
し
て
い
き
ま
す
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表1　調査定点の標高
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[二__ユ　調査対象地域

図1　ライトトラップ設置定点(1-6)

館物博ど山

八
方
尾
根
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
蛾
類
に
つ
い
て

-
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
蛾
類
の
生
息
に

影
響
を
お
よ
ぽ
し
た
か
I
(
前
編
)

一

､

は

じ

め

に

自
席
村
に
お
い
て
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
の
は
ー
九
九
八
年
で
あ
る
　
こ
れ
に
先
立
っ
て

ー
九
九
同
年
に
男
女
清
隆
競
技
の
会
揚
予
定
地
の
八

方
桂
根
に
お
い
て
｢
ア
ル
ペ
ン
競
技
会
場
地
整
備
事

業
に
係
わ
る
自
然
環
境
彩
管
調
査
｣
　
の
名
の
も
と
に

｢
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
｣
が
実
施
さ
れ
た
(

そ
の
後
､
-
九
九
五
年
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
続
技

絡
子
年
の
.
九
九
八
年
に
か
け
て
同
地
の
　
｢
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
｣
が
行
わ
れ
て
い
る
　
笹
者
は
､
.
冗

九
五
年
を
隙
-
各
年
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ら
び

に
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
ク
の
た
め
の
昆
項
部
門
の
調
布

に
撫
わ
っ
た
　
こ
こ
で
は
､
昆
項
類
の
向
か
ら
右
上

椎
の
注
目
す
べ
き
蛾
類
を
と
り
あ
は
'
オ
リ
ン
と
ノ

ク
会
場
盤
備
事
業
が
そ
れ
ら
の
年
目
量
り
に
彫
碑
を
あ

た
､
え
だ
が
と
う
か
を
検
証
し
て
み
た
い

一
｢
　
調
査
地
と
調
査
方
法

調
査
対
象
地
域
は
同
格
高
一
言
ハ
九
六
m
)
　
か
ら

東
側
に
派
生
す
る
八
方
尾
根
の
ト
半
部
に
位
置
し
'

辛
均
傾
斜
角
.
‥
　
二
度
の
創
面
で
あ
る
　
棚
高
で

宮

　

田

　

　

　

渡

は
∴
ハ
八
〇
-
七
九
〇
m
の
範
囲
に
あ
り
'
相
互
的

に
は
亜
高
山
帯
の
下
部
か
ら
低
山
帯
に
含
ま
れ
る
/

す
な
わ
ち
､
当
初
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
会
揚
予
定
地
で

あ
る
)

蛾
類
の
調
査
は
､
主
と
し
て
夜
岡
の
ラ
イ
ト
ト
ラ

ッ
プ
法
に
よ
っ
だ
が
､
昼
間
も
ネ
ッ
ト
に
よ
る
採
集

も
行
っ
た
二
　
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
に
住
用
し
た
ラ
イ
ト

は

'

-

.

O

W

蛍

光

灯

四

本

･

フ

ラ

ノ

ク

ラ

イ

ト

本
･
 
-
0
0
W
水
銀
灯
.
基
で
あ
る
:
｣
れ
ら
を
設

置
し
た
六
カ
所
の
定
点
は
図
1
･
表
-
の
通
り
で
あ

る
一

調
査
年
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡
"
九
九
周
年
　
(
四

月

関

口

､

七

月

三

上

H

､

八

月

　

･

囲

･

八

･

十

日

､

十

月

-

自

｢

.

九

九

六

年

　

(

L

〟

.

･

囲

･

十

四

･

上

し

日

､

八

月

十

.

∵

十

九

･

十

.

.

〓

)

.

九

九

巳

年

　

(

八

月

-

･

回

目

'

十

日

目
)
､
.
九
九
八
年
　
(
己
月
上
回
･
一
一
十
川
口
'

八

月

二

上

　

目

)

｡

三
､
調
査
結
果

.
九
九
同
年
か
ら
ー
九
九
八
年
の
問
に
高
二
.
回

の
夜
間
採
集
を
行
い
､
二
五
和
音
-
｣
種
の
蛾
を
律

だ

牒
高
言
ハ
八
〇
m
の
第
-
地
点
に
お
け
る
夏
期
の

採
集
種
類
数
を
比
較
す
る
と
図
2
の
よ
う
に
な
る

す
な
わ
ち
へ
.
九
九
回
年
八
月
八
日
の
ラ
イ
ト
ト

ラ

ソ

フ

に

誘

引

さ

れ

た

蛾

類

は

､

.

"

科

　

:

‥

.

重

'

-
九
九
六
年
八
月
二
日
回
目
の
そ
れ
は
∴
-
料
"
叩

二
伸
で
あ
っ
た
　
共
に
∴
枚
の
飛
来
数
と
し
て
は
多

い
方
で
あ
る

こ
れ
に
対
し
て
'
.
九
九
巳
年
八
月
.
日
の
飛
来

数
は
ー
○
科
人
三
種
､
.
九
九
八
年
L
月
二
十
回
〓

の
飛
来
数
は
九
科
九
五
柾
に
と
と
ま
り
､
飛
来
数
が

.
〇
〇
種
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

次
に
､
仝
定
点
で
得
ら
れ
た
信
.
L
種
の
中
よ
り

注
目
す
べ
き
種
を
挙
げ
て
み
る
と
表
2
の
通
り
で
あ

ら
)
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
飛
来
し
て
い
る
の
は
､

タ

カ

ネ

キ

ク

セ

ダ

カ

モ

ク

メ

と

ク

ビ

ジ

ロ

ッ

メ

ヨ

ト

ウ
の
み
で
あ
っ
た
⊃
　
マ
ッ
ハ
ラ
シ
ラ
ク
モ
ヨ
ト
ウ
は

オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
開
催
年
の
夏
は
採
集
さ
れ
ず
'
ア
ス

-
キ
シ
タ
バ
は
そ
の
前
年
か
ら
採
れ
な
-
な
っ
て
い

る

調
査
期
間
中
､
散
発
的
に
灯
火
に
飛
来
し
て
い
る

の

が

'

ケ

ン

モ

ン

キ

シ

タ

ハ

･

ム

ラ

サ

キ

ア

シ

フ

ト

ク

チ

ハ

･

タ

イ

ワ

ン

キ

ン

タ

ク

チ

ハ

･

ル

リ

モ

ン

ク

チ

ハ

-

ネ

ジ

ロ

フ

ト

ク

チ

パ

･

ウ

ス

ム

ラ

サ

キ

ク

子

バ

･

フ

チ

グ

ロ

シ

ロ

と

メ

シ

ャ

ク

･

サ

ザ

ナ

-

ナ

ミ

シ

ャ

ク

･

ナ

カ

ク

ロ

モ

ン

シ

ロ

ナ

ミ

シ

ヤ

ク

･

-

早

マ
ナ
ヒ
ナ
-
シ
ャ
ク
な
ど
て
あ
る

日
タ
カ
ネ
キ
ク
セ
タ
カ
モ
ク
メ

C
l
t
t
･
t
t
l
t
～
(
L
 
l
へ
､
(
)
へ
･
7
(
,
1
～
　
S
L
≡
(
l
i
n
L
･
L
t
t
･

高
山
帯
の
接
線
部
に
生
忠
す
る
ヤ
カ
科
搬
類
　
帖

高
向
帯
で
も
採
集
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

採

集

例

　

1

♂

.

九

九

回

年

八

月

八

日

､

-

早

.
九
九
し
年
八
月
五
日
､
-
♂
.
九
九
六
年
八
月

二

日

､

-

♀

.

九

九

八

年

L

月

-

-

中

日

一
以
上
､
定
点
1
)

八
方
は
根
に
お
い
て
本
棚
を
最
初
に
記
録
し
た
の

は
､
石
神
井
高
校
生
物
部
　
(
.
九
六
L
)
　
で
あ
る

五
〇
〇
m
以
下
で
は
採
集
で
き
な
か
っ
た

オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
会
揚
整
備
事
業
の
影
轡
は
全
-
受

け
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
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表2　主要峨類15種
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図2　定点1での極致比較
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採
業
種
数

(
･
･
ク
ビ
シ
ロ
ッ
メ
ヨ
ト
ウ

(
)
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(
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･
I
Z
r
,
7
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r
(
L
l
n
f
)
l
r
(
J
l
(
二
､
L
･
(
一
L
･
l
･
三
･

局
地
性
の
高
い
種
で
あ
る
が
､
八
方
尾
根
に
お
い

て
は
低
中
箱
か
ら
亜
高
向
に
わ
た
っ
て
広
-
分
布
す

ら

採
集
例
　
-
♂
-
早
"
九
九
回
年
八
月
八
日
､

-

♀

　

.

九

九

六

年

八

月

二

十

二

日

　

(

以

上

､

定

点

-
｢
　
1
♀
　
.
九
九
し
年
八
月
.
〓
　
(
定
点
2
)
'

-
♂
-
♀
　
.
九
九
六
年
八
月
十
九
日
(
定
点
2
)
､

1
♂
1
♀
　
"
九
九
四
年
八
月
十
二
日
　
(
定
点
5
)

長
野
県
に
お
け
る
本
稿
の
最
初
の
発
見
は
.
九
L

O
年
で
､
産
地
は
下
伊
那
郡
長
谷
村
で
あ
る
　
(
大
和

印

､

-

九

L

二

)

　

そ

し

て

､

八

方

桂

根

に

お

け

る

最
初
の
発
見
は
ー
九
し
‥
年
九
月
で
あ
っ
た
　
(
倉
用
､

.
九
巳
囲
｢
　
八
方
尾
根
東
面
の
生
息
域
は
標
高
-

0
0
0
m
以
上
の
草
原
で
あ
る
し

オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
会
場
怒
備
事
業
の
影
響
は
仝
-
受

け
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
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J
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素
,
…
　
(
【
)
宅
｢
)

白
馬
岳
を
慕
辞
地
と
す
る
高
山
蛾
で
あ
る
　
島
中

帯
の
桂
根
筋
ば
か
り
で
な
-
'
自
席
尻
の
よ
う
な
岨

高
山
帯
に
も
生
息
が
確
課
さ
れ
て
い
る
　
(
神
保
･
柳

田
､
-
九
士
人
｢

八
方
尾
根
で
も
仲
南
両
帝
の
∴
ハ
八
〇
m
に
生
忠

す
る八

方
尾
根
に
お
け
る
木
組
の
最
初
の
記
鋤
は
､
石

神
井
高
校
生
物
部
　
二
九
六
し
)
　
で
あ
る

採
集
例
　
3
♂
.
九
九
巳
年
八
月
一

1

♂

-

九

九

八

年

L

月

二

十

回

=

　

(

井

上

∴

定

点

I

)

オ
リ
ン
と
ノ
ク
会
場
整
備
事
業
の
彰
轡
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る

④
マ
ッ
ハ
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シ
ラ
ク
モ
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p
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本
種
の
長
野
県
に
お
け
る
最
初
の
発
見
地
は
小
谷

付
の
小
谷
温
東
で
あ
る
　
(
杉
へ
.
九
八
九
)

人
力
尾
根
の
産
地
は
､
草
地
ま
た
は
牛
の
放
牧
地

で
あ
る
し

採

集

例
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♂
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九

九

四

年

L

月

｢

四

日

､

1

♂
.
九
九
七
年
八
月
一
日
　
(
共
に
定
点
2
)

.
九
九
八
年
に
は
定
点
1
･
2
共
に
採
集
で
き
な

か
っ
た
(
一
し
か
し
､
生
息
環
境
の
破
壊
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
､
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
会
揚
幣
備
事
業
の

本
種
へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

⑤
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八
方
尾
根
で
は
'
そ
の
北
面
･
東
面
･
南
面
の
低

山
帯
∴
皿
高
山
帯
に
分
布
し
て
い
る
ー
ス
キ
ー
境
の

密
集
し
て
い
る
東
面
の
分
布
は
も
と
も
と
僅
少
で
あ

っ
た採

集
例
　
-
♂
.
九
九
周
年
八
月
八
日
､
-
♂

-
九
九
六
年
八
月
二
十
二
日
　
(
共
に
定
点
-
)
､

-
♀
　
-
九
九
四
年
八
月
十
二
日
　
(
定
点
-
)

.
九
九
七
年
以
略
仝
-
採
集
さ
れ
て
い
な
い
｡
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
整
備
事
業
の
彰
轡
を
も
っ
と
も
被

っ
て
い
る
種
で
あ
る
､
〉
　
本
種
の
幼
良
の
食
草
で
あ
る

イ
ワ
シ
モ
ツ
ケ
の
減
少
が
原
因
か
も
知
れ
な
い

本
箱
は
.
九
六
〇
年
代
に
は
当
地
に
も
分
布
し
て

い
だ
が
､
開
発
が
進
み
ィ
ワ
シ
モ
ツ
ケ
の
群
落
が
消

滅
し
っ
つ
あ
る

ア
ス
ミ
キ
シ
タ
ハ
は
環
境
庁
の
レ
ソ
ト
デ
ー
タ
フ

ノ
ク
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
f
r
J
重
柵
で
あ
る
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本
楯
の
幼
点
は
パ
ル
二
レ
を
食
倒
と
す
る
た
め
､

そ
の
産
出
は
局
地
的
で
あ
る
と
い
う
　
へ
日
本
産
峨
類

大
図
鑑
'
-
九
八
二
)
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上
着
性
が
旋
問
祝
さ
れ
る
種
で
あ
る
　
故
発
向
に

大
町
直
帰
沢
の
よ
､
つ
な
樵
高
-
五
〇
〇
m
付
近
で
揺

れ
る
こ
と
が
あ
る
　
(
宮
川
､
-
九
八
回
)

採
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♂
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r
一

中
粗
雑
の
移
動
を
行
う
と
据
定
さ
れ
る
種
で
あ
る

(
日
本
産
蛾
類
大
図
解
､
-
九
八
二
　
例
え
ば
天

狗
同
情
の
よ
う
な
南
川
帯
に
移
動
し
た
個
体
も
採
集

さ
れ
て
い
る
　
(
神
保
･
柳
川
､
.
九
し
八
)

採

集

例
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八
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文
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出
博
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飾
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｢
新
･
北
ア
ル
プ

ス
博
物
諒
]
　
(
信
濃
毎
日
新
聞
神
､
.
.
〇
〇
二
　
の

編
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時
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新
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書
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下
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し
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い
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編
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隆

日
本
の
湖
沼
研
究
の
創
姶
者
で
あ
る
川
中
阿
歌
麿

博
士
は
約
正
午
前
の
ー
八
九
九
一
明
証
-
‥
)
年
カ

ら
日
本
の
湖
の
研
究
を
始
め
､
一
九
.
八
年
に
　
し
諏

訪
湖
の
研
究
i
を
印
行
し
た
　
さ
ら
に
ー
九
二
六
年

に
　
当
野
尻
湖
の
研
究
∴
結
い
て
.
冗
:
-
〇
年
に
仁

科
‥
湖
　
(
木
崎
潮
･
中
細
湖
･
-
日
本
調
一
を
中
心
に

北
ア
ル
プ
ス
の
高
向
の
湖
の
研
究
も
含
め
た
古
本

北
ア
ル
プ
ス
湖
沼
の
研
究
｣
を
印
行
し
た

田
中
博
士
は
　
｢
私
を
し
て
我
国
の
湖
沼
学
の
発
達

を
促
き
し
め
た
る
は
信
州
人
で
あ
る
｣
と
､
信
州
知

識
人
の
後
接
を
得
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る

｢
L
A
K
E
 
K
I
Z
A
K
I
n
　
は
オ
ラ
ン
ダ
の

ハ
ソ
ク
フ
イ
ス
社
か
ら
本
年
九
月
に
印
行
さ
れ
た

副
題
は
　
｢
日
本
の
ひ
と
つ
の
湖
の
陸
水
字
と
生
態

字
｣
と
訳
せ
る
回
二
L
ペ
ー
ジ
の
本
で
あ
る
｡

綱
者
の
一
人
､
時
候
八
束
氏
は
.
九
回
川
　
(
昭
和

十
九
)
年
､
旧
制
松
本
高
校
在
掌
中
に
物
理
の
向
井

正
幸
教
授
の
お
作
を
し
た
木
崎
湖
で
初
め
て
湖
の
研

究
と
い
う
も
の
を
知
り
､
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
潮
･
海
の
研
究
を
専
門
と
し
､
近
年
ま
で
名
古
座

大
字
水
圏
料
亭
研
究
所
で
木
崎
潮
の
化
字
的
研
究
を

結
け
て
き
た
　
も
､
つ
.
人
の
綱
者
の
林
秀
剛
氏
は
信

州
大
予
期
宇
部
で
久
し
く
木
崎
湖
の
生
態
享
的
研
究

を
行
っ
て
き
た
方
で
あ
る

日
本
の
個
々
の
湖
の
中
で
､
国
際
的
な
印
行
物
と

し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ま
で
琵
憧
朝
一
堀
江
正

冶
綱
:
九
八
回
年
一
の
み
で
あ
っ
た
　
そ
の
間
に

日
本
の
湖
沼
研
究
も
格
段
に
進
歩
し
､
本
吉
も
最
新

の
研
究
成
果
を
含
ん
で
い
る
"
大
の
縮
者
が
協
力

を
得
た
執
笹
者
は
湖
沼
研
究
に
関
係
し
た
地
字
･
物

理
写
･
化
宰
･
生
物
字
な
ら
び
に
そ
の
境
界
傾
城
に

わ
た
り
'
川
上
六
名
に
お
よ
ぶ

ち
な
み
に
本
島
は
菅
原
健
博
上
　
二
八
九
九
-
一

九
八
二
)
　
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
　
菅
原
畦
上
は
.
冗

二
五
年
に
木
崎
潮
を
初
め
て
訪
れ
､
日
本
で
最
初
に

p
H
一
ペ
ー
ハ
ー
)
を
測
定
し
た
人
で
あ
る
　
以
来

仁
科
三
朝
を
･
千
変
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ひ
と
つ
と
し
て

研
究
を
深
め
､
潮
の
化
羊
的
研
究
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
｡
特
に
.
九
二
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
英
文

の
字
位
論
文
は
国
際
的
に
も
高
い
評
価
を
得
た
い

本
文
に
入
る
前
に
､
こ
う
し
た
わ
が
国
湖
沼
研

究
の
歴
史
を
舗
潔
に
紹
介
し
'
特
に
菅
原
席
上
グ

ル
ー
プ
の
研
究
を
要
約
し
て
あ
る
､

こ
の
本
を
手
に
し
て
ま
ず
日
を
ひ
-
の
は
表
紙

の
鹿
島
槍
ケ
高
を
背
景
に
し
た
秋
の
木
崎
湖
の
航

空
写
真
で
あ
る
÷
｣
の
写
真
に
よ
っ
て
木
崎
湖
が

北
ア
ル
プ
ス
中
経
の
湖
で
あ
る
こ
と
を
世
界
の

人

々

も

一

日

で

理

解

で

き

る

だ

ろ

う
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同

一

霊
語
航
謹
告
需
二

と
も
カ
ラ
ー
で
美
し
く
､
興
味
を
そ
そ
る
で
あ
一

ろ
う
つ
積
雪
の
分
布
図
に
大
町
吊
の
中
写
生
の
一

観
察
記
録
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
も
､
ほ
ほ
､
え
　
一

ま

し

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

向
容
は
同
じ
水
系
の
古
木
湖
･
中
細
湖
も
一
一

部
を
含
め
て
口
調
の
あ
る
地
域
の
雄
性
､
上
潮
.
.
I

向
の
珠
境
の
槻
婁
'
‖
生
物
地
珠
化
辛
､
伸
微
生
物

生
鮮
写
､
用
動
植
物
生
鷲
子
､
六
人
間
活
動
に
よ
る

生
態
系
の
最
近
の
変
化
の
六
部
に
大
別
さ
れ
て
い
る

十
と
間
は
物
質
循
珠
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
､
白
よ

主
に
生
態
字
的
立
揚
か
ら
生
物
種
の
記
載
も
含
ま
れ

て
い
る

し
か
し
､
最
近
の
環
境
問
題
に
関
わ
る
こ
と
は
申

以
外
に
お
い
て
も
記
さ
れ
て
お
り
､
近
年
話
題
に
な

っ
た
ア
メ
ー
バ
-
の
大
発
生
､
コ
カ
ナ
ダ
モ
の
繁
殖

と
そ
の
対
策
と
し
て
入
れ
た
ソ
ウ
キ
ョ
の
彩
轡
､
淡

水
木
棚
の
発
生
､
オ
オ
ク
チ
ハ
ス
･
コ
ク
チ
ハ
ス
の

繁
純
に
伴
う
ワ
カ
サ
ギ
の
壊
滅
､
浮
遊
藻
類
が
増
加

し
て
い
る
の
に
高
い
透
明
度
が
測
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
異
常
現
象
'
中
層
の
酸
欠
状
態
の
遊
行
､
古
木

湖
･
木
崎
潮
の
水
位
変
動
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
研
究
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
､

｣

　

｣

な
お
､
ア
メ
ー
バ
ー
問
題
を
鮎
明
し
､
コ
カ
ナ
ク

モ
の
分
布
な
と
に
つ
い
て
も
巌
密
な
調
杏
を
さ
れ
な

が
ら
数
年
前
に
他
界
き
れ
た
船
遊
真
樹
氏
の
研
究
成

果
も
お
さ
め
ら
れ
て
い
る

本
吉
の
お
び
た
だ
し
い
研
究
成
果
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
､
木
崎
湖
を
は
じ
め
仁
科
二
間
は
世
界
の
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会
か
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れ
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潮
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る
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丸
と
な
っ
て
の
三

朝
を
と
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複
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版
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を
強
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て
い
る
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